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第 20 回アジア競技⼤会（2026/愛知・名古屋）の派遣種⽬変更の可能性について 
 
 

 標題についてお知らせします。 
1. これまでの「第 20 回アジア競技⼤会（2026/愛知・名古屋）」への派遣種⽬に関する弊会からの発表

は、以下の通りとなっています。 
・男⼥シングルスカル (重点強化種⽬) 
・男⼥ダブルスカル、男⼥ペア、男⼦クオドルプル、⼥⼦フォア、男⼥軽量級シングルスカル、 

男⼥軽量級ダブルスカル、 ⼥⼦軽量級クオドルプル（以上、JOC 内⽰種⽬） 
→ 参照「(2025-239)2026 年シニア代表選考⽅針」 
 https://www.jara.or.jp/kyoka/current/1.(2025-239)2026SeniorSelectionPolicy(1126)-3(0127).pdf 
上記の種⽬は、AINAGOC から 2025 年 8 ⽉にリリースされた「テクニカルハンドブック」に基づき
JOC と弊会が派遣枠における折衝を繰り返し、JOC から 2025 年 11 ⽉ 7 ⽇に内⽰をいただき、選考⽅針
にて発表したものです。 
（AINAGOC：Aichi-Nagoya Asian Games Organizing Committee 愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技⼤会組織委員会） 

 
2. 2026 年 2 ⽉ 6 ⽇時点において、上記の派遣種⽬となる予定であった種⽬に変更の可能性が出てきたこと

に関し、お知らせいたします。 
(1) 現時点では AINAGOC→ARF 経由で J 弊会に届いた「実施種⽬変更の可能性を⽰唆する」情報で

す。（種⽬の詳細までは現時点では不明） 
（ARF：Asian Rowing Federation アジアローイング連盟） 

(2) JOC からの正式な発表には⾄ってはいません。また仮に「実施種⽬の変更」が確定となったとして
も、その正式発表までには時間を要することが予想されるため、SBS（2026 年全⽇本選抜⼩艇ロー
イング選⼿権⼤会（シニア・U23 の部））が間近に控えている状況を鑑み、「実施種⽬変更の可能
性の⽰唆」というレベルでの情報をお知らせしている次第です。 

(3) また、「実施種⽬の変更」と同時に「⼀カ国で出場できる種⽬・選⼿数への制限等」も提⽰される可
能性もあるという情報も⼊⼿しています。 

(4) 今後も、弊会が⼊⼿する情報の確度や内容の重要性等を整理しながら、的確に情報提供を実施してま
いります。 

以上 


